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愛南町職員・教職員人事異動

各種委員の公募のお知らせ



　

３
月
は
、
僧
都
・
山
出
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

と
な
る
僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
落
成
式（
27
日
）、
漁
協

合
併
予
備
調
印
式（
28
日
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
月
は
、
愛
南
警
察
署
開
署
式
、
旧
一
本
松
町
閉
町

記
念
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
る
さ
と
想
い
出
の
詩
コ
ン
ク
ー

ル
」
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
志
賀
ア
ヤ
ノ
さ
ん
（
千
葉

県
船
橋
市
在
住
）
か
ら
詩
集
「
星
の
か
け
ら
」
が
十
数

冊
贈
呈
（
１
日
）
さ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
さ
れ
た
詩
集

は
、
町
内
各
施
設
、
公
民
館
の
図
書
室
等
に
置
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
区
住
民
で
祝
っ
た
家

串
公
民
館
落
成
式
（
３
日
）
、
愛
南
町
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
発
足
式
（
４
日
）
で
は
、
愛
南
町
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
長
で
も
あ
る
谷
口
町
長
が
「
農
家

が
、
営
農
や
技
術
的
な
相
談
ま
た
は
農
地
や
年
金
等
の

相
談
を
、
同
一
の
箇
所
で
一
度
に
用
件
を
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
る
「
ワ
ン
フ
ロ
ア
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
」
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
各
種
農
産
物
を
愛
南
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
普
及
推
進
し
、
地
産
地
消
も
含
め
て
販
売

促
進
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
９
日
に
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
共
に
生
き
る
街
な
ん
ぐ
ん
」
の

実
現
に
向
け
、
な
ん
ぐ
ん
地
域
ケ
ア
研
究
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。
桜
の
花
と
と
も
に
訪
れ
た
町
内
小
・
中
学
校

入
学
式
（
８
日
・
11
日
）
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ
た
四

国
西
南
山
地
大
規
模
林
業
圏
開
発
県
対
策
協
議
会
（
13

日
）
に
出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、
中
長
期
財
政
計
画

の
内
部
検
討
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
新
た
な
組
織
・
機
構
が
発
足
し
、
本
庁
舎

１
階
入
口
に
各
種
行
政
窓
口
の
案
内
等
、
気
軽
に
声
を

か
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
総
合
案
内
係
の
設
置
や
愛

南
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
た
本
格
的
な
取
り
組
み

等
、
安
全
・
安
心
な
愛
南
町
へ
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

と
な
り
ま
し
た
。
広
報
広
聴
室
と
し
て
も
、
広
報
紙
の

紙
面
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、
よ
り
身
近
な
情
報
紙
と
し

て
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

志
賀
ア
ヤ
ノ
さ
ん
か
ら
贈
呈
さ

れ
た
詩
集
「
星
の
か
け
ら
」
を

届
け
ら
れ
た
和
泉
勝
さ
ん

3・4月の町長の動き

今年10月を目標に向けての南宇和地区漁協合併予備調印式

「春の全国交通安全」運動期間の交通事故ゼロを
祈った八野神社での祈願祭
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愛
南
ブ
ラ
ン
ド

ま
ず
は
農
業
確
立
を

め
ざ
し
て

愛南町農業支援センター

農業者の窓口を一本化

●市場開発係

●営農指導係

●担い手育成係

●農業支援係

　

城
辺
社
会
福
祉
会
館
で
、
『
愛
南
町
農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
』
発
足
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
セ
ン
タ
ー
は
、
愛
南
町
の
農
業
振
興
を
推
進

す
る
た
め
、
愛
南
町
、
え
ひ
め
南
農
業
協
同
組

合
、
愛
南
町
農
業
委
員
会
、
県
農
政
普
及
課
等

が
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
よ
り
一
層
の
連
携
強
化
を

し
な
が
ら
、
総
合
的
な
農
業
支
援
対
策
を
図
る

拠
点
と
し
て
、
愛
南
町
役
場
内
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

発
足
式
で
は
、
愛
南
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
長
の
谷
口
長
治
町
長
の
主
催
者
あ

い
さ
つ
、
佐さ

と

う藤
秀ひ

で

お夫
県
農
林
水
産
部
農
業
振

興
局
長
、
嘉か

き

や

ま

喜
山
登
の
ぼ
る

県
農
協
中
央
会
長
の
来

賓
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
愛
媛
大

学
農
学
部
教
授
の
大お
お
く
ま隈
満
み
つ
る

先
生
か
ら
「
こ
の

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
場(

地
域)

と
つ
な
が
っ

た
中
で
愛
南
町
の
農
業
を
こ
う
し
よ
う
！
あ
あ

し
よ
う
！
と
い
う
ふ
う
に
、
積
極
的
な
話
し
合

い
を
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
し
て
、
な
ん
で
も
相
談
が
受
け
ら
れ

る
。
い
わ
ゆ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
な
が
ら
、
農
家
の
方
が
ど
こ
を
不
満
に
思
っ

て
い
る
の
か
。
今
、
な
に
が
問
題
で
困
っ
て
い

て
、
将
来
ど
う
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
の

か
な
ど
の
現
状
を
把
握
・
分
析
し
、
反
省
か
ら

の
次
へ
の
対
応
や
明
日
へ
の
展
望
に
生
か
し
て

い
け
る
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
含
め
た
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

特
集　

愛
南
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

平
成
17
年
４
月
１
日

業
務
開
始

愛
南
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

私たちががんばります！（支援センター職員）

山本　哲也さん
岡下　崇さん

竹内　浩二さん

中岡　謙治さん
坂尾　英治所長

堀　友一さん

谷口　長治町長
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愛
南
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

愛
南
町
の
農
業
を

営 農 指 導 係営 農 指 導 係 市 場 開 発 係市 場 開 発 係
◆取り扱い業務

気象条件を活かした農産物の団地化推進
・温暖な気候を活かした早出し農産物の栽培指導

と黄色系中晩柑の産地育成とブランド化を図り

ます。

超早期米、早出しタマネギ、バレイショや一寸

ソラ豆、ブロッコリーの栽培技術の向上を図り

ます。

推進品目の拡大
・グリーンレモン、不知火の品質向上対策や出荷

技術の研究と普及推進を図ります。

出向く営農指導へ
・愛南町営農組織各部会との連携調整と定期的な

集団組織指導の強化を図り、現場へ出向く営農

指導対応を図ります。

◆取り扱い業務

需要動向把握対策
・消費や市場動向等多様なニーズに対応した需要

動向調査の実施や、多様な流通、販売体制に適

応した販売促進活動の支援をします。

多様なニーズに応じた商品販売の促進
・新たな販売モデルの策定を図り、通信販売やイン

ターネット販売等ダイレクト販売施策による顧客

拡大とセット販売の試み等の活動を支援します。

また、イベント、特産品、名所を全国にＰＲします。

直売所・学校給食等地元への食材供給
・地元農産物の供給と消費拡大を図るため、直売

所、学校、地元食品産業のネットワークづくり

の支援体制を図ります。

地元のアイデア活用の場づくり
・女性、高齢者による産直市や加工品開発の場づ

くりと加工品開発コンクールの実施支援を図り

ます。また、専門企業との連携による商品開発

と人材育成を支援します。

　    技術の一体的な支援を行います

あ
れ
と
、

こ
う
し
よ
う
！

あ
あ
し
よ
う
！

ま
ず
は
じ
め
は
、

こ
れ
を
…

講話をされた　大
おおくま

隈　満
みつる

先生
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愛
南
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

愛南町農業支援センター愛南町農業支援センター

農 業 支 援 係農 業 支 援 係

支援センター
構成員

農業者のための総合相談窓口を目指し、
農業関連機関がワンフロア化で対応します。

愛南町農林課、農業委員会
JAえひめ南 南宇和営農センター
県農政普及課 地域農業室 愛南指導班
農業共済組合 南宇和支所

あなたの農業を応援します。

担 い 手 育 成 係担 い 手 育 成 係
◆取り扱い業務

農業振興プランの作成及び実践
・南宇和広域営農圏域における水稲、野菜、果樹

等の作目別振興計画と営農モデル類型を作成

し、愛南町農業振興計画書の策定を行います。

集落営農の推進
・重点集落の集落営農プラン支援と既存組織の強

化を図ります。

水田高度利用対策
・温暖な気候条件を活かした水稲、野菜、産地の

育成と団地化の支援を行います。

特別栽培農産物の取り組み
・減農薬、減化学肥料栽培によるエコ制度を取り

入れ、消費者から安全・安心・新鮮・おいしさ

を求められる環境に優しい農業の支援を図りま

す。

◆取り扱い業務

新規就農者等の確保・育成
・就農候補者、新規就農者における就農環境整備

や就農相談の支援の場をつくります。また、高

齢農業者の営農参加と活躍の場づくり、生きが

いづくりの支援を図ります。

認定農業者の経営改善支援
・認定農業者の経営改善計画支援や経営記帳、分

析診断指導の助言を行います。

女性農業者の経営管理能力の向上と社会参画支援
・農業生産技術向上対策や経営記帳指導の援助及

び農産物加工開発の研究の場づくりと女性起業

化への誘導支援を行います。

遊休農地の実態把握と情報提供
・遊休農地等農地の利用状況の情報収集を行い、

集積地図の作成を行い、担い手等への集積支援

を行います。

   ワンフロアによる人と農地と　　　

平成17年４月１日業務開始
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○
「
異
動
対
象
者
」
…
赤
色

課名称

係
名
称

職　

名

氏　

名

本
庁
１
Ｆ

総務課

広
報
広
聴
室

　

室
長　

木
原　

荘
二

庶
務
係

専
門
員

佐
々
木　

里
香

庶
務
係

係
長

清
水　
　

育

広
報
広
聴
係

係
長

尾
﨑　

弘
典

広
報
広
聴
係

主
事

川
本　

由
香

町民課

課
長
補
佐
兼
住
民
係
長

課
長
補
佐

畔
地　

麻
紀

住
民
係

専
門
員

武
田　

洋
子

住
民
係

主
査

前
田　

美
保

住
民
係

主
事

二
神　

嘉
奈
子

年
金
係

専
門
員

松
田　
　

恵

課
長　

本
多　

正
登

年
金
係

主
査

前
田　

和
紀

保
険
医
療
係

専
門
員

藤
森　

厚
美

保
険
医
療
係

係
長

中
道　

泰
生

保
険
医
療
係

主
事

吉
田　

都
々
子

保
険
医
療
係

主
事

藤
本　

光
代

保
険
医
療
係

主
事
補

益
田　

智
美

人
権
対
策
室

　

室
長  

濵
田　

庄
司

人
権
同
和
係

係
長

宮
崎　
　

茂

  税務課

課
長
補
佐
兼

住
民
税
係
長

課
長
補
佐

山
田　

智
久

住
民
税
係

主
査

小
埜
山　

武
士

住
民
税
係

主
事

都
築　

智
也

管
理
収
納
係

専
門
員

吉
田　

か
づ
代

管
理
収
納
係

係
長

田
中　

俊
行

課
長　

赤
樫　

俊
昌

管
理
収
納
係

主
査

加
洲　

能
子

管
理
収
納
係

主
事

小
澤　
　

豊

資
産
税
係

係
長

浅
海　

宏
貴

資
産
税
係

主
任

山
本　

正
文

資
産
税
係

主
査

四
鹿　

史
彦

国
保
介
護
賦
課
係

係
長

山
本　

光
伸

国
保
介
護
賦
課
係

主
事

山
下　

公
久

愛
南
町
職
員
人
事
異
動

愛
南
町
職
員
人
事
異
動

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
本

庁
及
び
各
支
所
、
保
健
福
祉
課
の
み
現
在
の
配
置
職
員
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
施

設
に
つ
い
て
は
、
異
動
者
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新しく設置された総合案内
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会計課

課
長　

土
居　

道
博

課
長
補
佐
兼
出
納
係
長

課
長
補
佐

井
上　

博
史

出
納
係

係
長

高
木　

貴
子

出
納
係

主
事

久
徳　

由
美
子

出
納
係

主
事

山
本　

裕
子

本
庁
２
Ｆ

選挙管理
委員会

選
挙
係

係
長

宮
本　

良
也

総務課

課
長　

井
手　

勇
司

課
長
補
佐

嘉
喜
山　

茂

行
政
係

専
門
員

本
多　

幸
雄

行
政
係

主
査

和
田　

幸
雄

行
政
係

主
査
兼
運
転
手

梶
田　

和
秀

行
政
係

主
事

蓮
田　

修
平

行
政
係

用
務
員

村
田　

良
子

職
員
係

係
長

土
居　

章
二

職
員
係

主
査

桑
原　

真
也

職
員
係

主
査

小
松　

一
恵

男
女
参
画
係

係
長

清
家　

寛
大

防
災
対
策
室

　

室
長　

　
　

中
川　

扶
身
人

防
災
係

専
門
員

吉
村　

隆
典

防
災
係

係
長

飯
田　

英
功

交
通
係

主
事

二
神　

裕
暁

企画
財政課

情
報
電
算
管
理
室

　

室
長  

竹
田　

武
久

課
長
補
佐
兼
電
算
係
長

課
長
補
佐

大
西　
　

聖

電
算
係

主
事

清
水　

貴
光

財産
管理課

課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

課
長
補
佐

坂
本　
　

功

課
長　

棟
田　

欽
也

管
理
係

専
門
員

宮
下　

勝
次

管
理
係

山
口　

秀
一

財産管理課

課
長　

棟
田　

欽
也

管
理
係

主
事

尾
崎　
　

誠

管
財
係

専
門
員

大
峰　

新
一

管
財
係

主
査

伊
田　

光
洋

住
宅
係

係
長

織
田　

浩
史

住
宅
係

主
事

清
家　

康
弘

住
宅
係

主
事

柴
田　

浩
治

水産課

課
長
補
佐
兼

海
岸
防
災
係
長

課
長
補
佐

小
堀　
　

孝

海
岸
防
災
係

主
査

畑
田　

博
光

海
岸
防
災
係

主
事

二
神　

志
朗

課
長　

清
家　

久
雄

管
理
係

専
門
員

坂
本　

一
利

管
理
係

主
事

浦
川　
　

宙

漁
港
建
設
係

係
長

池
田　

洋
輔

漁
港
建
設
係

主
任

吉
田　

潤
一

漁
港
建
設
係

主
査

入
江　

昌
晃

水
産
振
興
室
室
長

（
兼
海
洋
資
源

　

開
発
セ
ン
タ
ー
所
長
）　

　
　

中
村　

維
伯

水
産
振
興
係

専
門
員

兵
頭　

重
徳

水
産
振
興
係

係
長

早
川　

和
吉

建設課

課
長　

　

草
木
原　

由
幸

課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

課
長
補
佐

上
埜　

一
男

管
理
係

主
査

砂
田　

達
也

管
理
係

主
事

田
村　

弘
志

工
務
係

専
門
員

金
繁　

末
廣

工
務
係

主
事

近
平　

高
宜

工
務
係

主
事

宮
脇　
　

司

維
持
係

専
門
員

近
田　

正
二

維
持
係

主
査

高
橋　

裕
司



本
庁
３
Ｆ

議会
事務局

事
務
局
長　

浅
井　
　

通

議
会
事
務
係

専
門
員

増
田　

恭
子

議
会
事
務
係

主
事

中
田　

旬
美

監査
事務局

事
務
局
長　

竹
田　

文
明

監
査
事
務
係

係
長

本
間　

礼
子

企画財政課

財
政
係

係
長

清
水　

雅
人

財
政
係

主
査

大
間
知　

伸
一

課
長　

橋
岡　

済
隆

財
政
係

主
事

西
口　

昌
史

課
長
補
佐
兼
契
約
係
長

課
長
補
佐

赤
岡　

政
典

契
約
係

主
査

中
松　

勝
二

政
策
推
進
室

室
長

児
島　

秀
之

政
策
推
進
係

係
長

池
田　

嘉
行

企
画
係

係
長

濵　
　

哲
也

企
画
係

主
査

吉
田　

直
喜

社
会
福
祉
会
館
１
Ｆ

環境衛生課

課
長　

高
田　

義
隆

課
長
補
佐
兼

環
境
衛
生
係
長

課
長
補
佐

岡
本　
　

健

環
境
衛
生
係

主
事

本
多　

清
彦

一
般
廃
棄
物
対
策
係

主
任

岡
野　

み
ど
り

一
般
廃
棄
物
対
策
係

主
事

安
岡　
　

修

下
水
道
係

係
長

河
野　

栄
司

下
水
道
係

主
事

福
原　

正
和

農業
委員会

事
務
局
長　

沖
野　

満
直

課
長
補
佐
兼

庶
務
係
長

課
長
補
佐

岸
田　

忠
己

農林課

課
長　

田
中　

啓
一
郎

課
長
補
佐
兼

農
業
振
興
係
長

課
長
補
佐

中
川　

治
雄

農
業
振
興
係

係
長

藤
井　
　

求
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農林課

課
長　田

中　

啓
一
郎

農
業
振
興
係

主
事

田
村　

智
之

農
地
整
備
係

係
長

吉
村　

克
己

農
地
整
備
係

主
査

本
多　

拓
哉

林
業
振
興
係

係
長

井
場
木　

鉄
徳

林
業
振
興
係

主
事

小
栗　

和
也

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長

坂
尾　

英
治

主
事

岡
下　
　

崇

社
会
福
祉
会
館
２
Ｆ

商工観光課

課
長　

橋
岡　

政
文

課
長
補
佐

兼
雇
用
対
策
係
長

課
長
補
佐

藤
村　

雄
二

商
工
係

係
長

浜
田　

雅
浩

観
光
係

係
長

吉
本　

忠
司

観
光
係

係
長

山
岡　
　

強

観
光
係

主
事

山
下　

裕
凡

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保健福祉課

課
長

（
兼
城
辺
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長
）

藤
田　

勝
直

課
長
補
佐
兼

障
害
者
福
祉
係
長

課
長
補
佐

長
田　

岩
喜

障
害
者
福
祉
係

主
査

岡
田　

恵
三

障
害
者
福
祉
係

主
査

越
智
田　

耕
平

児
童
福
祉
係

専
門
員

川
畑　

英
子

児
童
福
祉
係

主
事

浦
﨑　

慎
太
郎

児
童
福
祉
係

中
級
保
健
師

荒
地　

ミ
ド
リ

社
会
福
祉
係

専
門
員

大
西　

義
喜

社
会
福
祉
係

主
査

濵
田　

由
貴

課
長
補
佐
兼

健
康
増
進
係
長

課
長
補
佐

坂
本　

和
美

健
康
増
進
係

専
門
員

西
口　

源
一
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保健福祉課

課
長

（
兼
城
辺
保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
　

藤
田　

勝
直

健
康
増
進
係

中
級
保
健
師

西
田　

昌
代

健
康
増
進
係

上
級
栄
養
士

新
谷　

麻
紀

健
康
増
進
係

係
長

楠
葉　

節
子

健
康
増
進
係

中
級
保
健
師

蓮
田　

恵
香

健
康
増
進
係

上
級
保
健
師

池
田　

恵
子

健
康
増
進
係

中
級
保
健
師

浜
名　

由
佳

健
康
増
進
係

中
級
保
健
師

田
村　

美
和

健
康
増
進
係

内
海
支
所
駐
在

栄
養
士

好
岡　

美
智
子

健
康
増
進
係

内
海
支
所
駐
在

保
健
師

長
田　

亜
紀

健
康
増
進
係

御
荘
支
所
駐
在

専
門
員

尾
崎　

年
恵

健
康
増
進
係

御
荘
支
所
駐
在

主
任
保
健
師

幸
田　

栄
子

健
康
増
進
係

御
荘
支
所
駐
在

上
級
保
健
師

中
川　

菊
子

健
康
増
進
係

一
本
松
支
所
駐
在

上
級
栄
養
士

山
本　

和
恵

健
康
増
進
係

一
本
松
支
所
駐
在

係
長

竹
場　
　

妙

健
康
増
進
係

西
海
支
所
駐
在

専
門
員

宮
城　

美
智
子

健
康
増
進
係

西
海
支
所
駐
在

栄
養
士

村
上　

朋
美

臨
時
職
員

大
鑿　

千
津
穂

高齢者支援課

課
長　

尾
田　

正
幸

課
長
補
佐
兼

高
齢
者
対
策
係
長

課
長
補
佐

荒
谷　

栄
次

高
齢
者
支
援
係

係
長

竹
田　

三
千
彦

介
護
保
険
室

　

室
長　

吉
田　

俊
一
郎

介
護
保
険
係

係
長

立
花　

慶
司

高齢者支援課

介
護
保
険
室

　

室
長　

吉
田　

俊
一
郎

介
護
保
険
係

主
査

倉
野　

豊
成

介
護
保
険
係

主
事

清
水　

洋
子

介
護
認
定
係

上
級
介
護

支
援
専
門
員

清
水　

芳
子

介
護
認
定
係

上
級
介
護

支
援
専
門
員

前
田　

美
幸

介
護
認
定
係

中
級
介
護

支
援
専
門
員

佐
竹　

日
出
子

在宅介護支援センター

所
長　

吉
田　

勲

介
護
支
援
係

主
任
保
健
師

土
幡　
　

淳

介
護
支
援
係

中
級
介
護

福
祉
士

山
口　

一
平

介
護
支
援
係

内
海
支
所
駐
在

保
健
師

河
端　

奈
々

介
護
支
援
係

一
本
松
支
所
駐
在

保
健
師

片
山　

ゆ
か
り

介
護
支
援
係

西
海
支
所
駐
在

保
健
師

坂
本　
　

涼

各
保
育
所

保健福祉課

柏
保
育
所

　

所
長　

田
原　

博
人

専
門
員
兼

主
任
保
育
士

那
須　
　

雅

主
任
保
育
士

山
口　

恵
里
子

主
任
保
育
士

木
下　

勝
美

上
級
保
育
士

辰
巳　

美
穂

調
理
員

山
崎　

一
恵

家
串
保
育
所

専
門
員
兼

主
任
保
育
士

松
本　

理
香

臨
時
保
育
士

木
網　

美
佳

臨
時
調
理
員

稗
野　

美
佐

御
荘
保
育
所

　

所
長　

尾
崎　

健

主
任
保
育
士

小
西　

ひ
と
み

上
級
保
育
士

吉
田　

理
香
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保健福祉課

御
荘
保
育
所

　

所
長　

尾
崎　

健

上
級
保
育
士

尾
崎　

鈴
代

臨
時
保
育
士

清
水　

圭
美

長
月
保
育
所

　

所
長　

浜
本　

正
恵

菊
川
保
育
所

　

所
長　

坂
井　

宏
光

赤
水
保
育
所

　

所
長　

吉
田　

千
恵
吉

専
門
員
兼

主
任
保
育
士

浜
田　

妙
美

城
辺
保
育
所

主
任
保
育
士

清
水　

智
子

主
任
保
育
士

三
堂　

鏡
花

上
級
保
育
士

山
田　

美
幸

中
級
保
育
士

田
村　
　

恵

中
級
保
育
士

大
久
保　

幸
子

初
級
保
育
士

森
口　

絵
美

（
兼
柏
保
育
所
）

上
級
栄
養
士

山
本　

め
ぐ
み

緑
保
育
所

中
級
保
育
士

浦
川　

希
代

臨
時
保
育
士

中
原　

千
穂

東
海
保
育
所

専
門
員
兼

主
任
保
育
士

和
泉　

佳
代

一
本
松
保
育
所

主
任
保
育
士

竹
中　

千
佐
子

中
級
保
育
士

澤
近　

智
子

正
木
保
育
所　

　

所
長　

高
田　

小
夜
美

内海支所

支
所
長

（
兼
庶
務
課
長
）

　

石
川　

芳
洋

課
長
補
佐

中
尾　
　

滋

庶
務
管
理
係

主
査

宮
下　

留
理
子

庶
務
管
理
係

主
事

織
田　

香
穂
理

（
財
）え
ひ
め
地
域

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

派
遣

主
事

脇
田　

弘
樹

内海支所

住
民
係

専
門
員

壽
川　

加
津
子

住
民
課

　

課
長  

那
須　

英
治

住
民
係

主
査

浜
田　

晶
子

住
民
係

主
査

前
田　

麻
子

課
長
補
佐
兼

農
林
水
産
係
長

課
長
補
佐

松
本　

盛
男

商
工
観
光
係

主
査

好
岡　

英
樹

農
林
水
産
係

主
事

尾
川　

勝
彦

地
域
振
興
課　

　

課
長  

中
川　

健
一

臨
時
公
園

管
理
人

岡
平　

照
幸

臨
時
公
園

管
理
人

河
野　

喜
一
郎

建
設
係

係
長

北
原　

金
男

環
境
衛
生
係

主
事

松
崎　

博
文

保
健
福
祉
課

　

課
長  

木
網　

玄
樹

保
健
福
祉
係

専
門
員

中
田　
　

章

保
健
福
祉
係

主
査

伊
勢　

美
香

介
護
支
援
係

主
事

小
島　

美
和

臨
時
職
員

天
白　

す
み
え

御荘支所

支
所
長

（
兼
庶
務
課
長
）

　

橋
岡　

仁
志

課
長
補
佐
兼

庶
務
管
理
係
長

課
長
補
佐

本
田　

計
江

庶
務
管
理
係

専
門
員

木
村　

真
知
世

庶
務
管
理
係

主
事

山
下　

真
紀

庶
務
管
理
係

管
理
人

田
中　

富
子

住
民
福
祉
課

　

課
長　

尾
崎　

弘

課
長
補
佐
兼

住
民
福
祉
係
長

課
長
補
佐

土
居　

き
く
よ

住
民
福
祉
係

主
任

松
本　

睦
美

住
民
福
祉
係

主
査

山
下　

知
恵

住
民
福
祉
係

主
事

尾
川　

美
保

住
民
福
祉
係

主
事

浜
見　

学
司
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御荘支所

地
域
振
興
課　

　

課
長　

楠
木　

憲
一

課
長
補
佐
兼

農
林
水
産
係
長

課
長
補
佐

岡
田　

憲
郷

商
工
観
光
係

係
長

濵
田　

和
洋

農
林
水
産
係

主
事

湯
浅　

良
彦

建
設
係

主
事

上
田　

耕
平

建
設
係

主
事

西
田　

智
大

環
境
衛
生
係

専
門
員

吉
村　

明
洋

環
境
衛
生
係

主
事

吉
田　

ナ
ナ
子

一本松支所

支
所
長

（
兼
庶
務
課
長
）

　

宮
岡　

秀
幸　

課
長
補
佐
兼

庶
務
管
理
係
長

課
長
補
佐

尾
崎　

雄
二

庶
務
管
理
係

係
長

宮
下　

満
夫

庶
務
管
理
係

主
査

小
川　

加
奈

庶
務
管
理
係

用
務
員

増
金　

砂
美

住
民
課

　

課
長　

西
村　

信
男

課
長
補
佐
兼
住
民
係
長

課
長
補
佐

小
林　

孝
子

住
民
係

主
査

池
田　

志
保

地
域
振
興
課　

　

課
長　

石
河　

浩

課
長
補
佐
兼

商
工
観
光
係
長

課
長
補
佐

近
藤　

一
弘

農
林
水
産
係

主
査

大
森　

安
洋

環
境
衛
生
係

専
門
員

遠
近　

と
し
え

建
設
係

主
査

谷
岡　

誠
司

建
設
係

主
事

加
洲　

裕
史

臨
時
公
園

管
理
人

藤
田　
　

亨

保
健
福
祉
課　

　

課
長　

岡
田　

敏
弘

課
長
補
佐
兼

保
健
福
祉
係
長

課
長
補
佐

湯
浅　

裕
記

保
健
福
祉
係

係
長

岩
井　

正
一

介
護
支
援
係

准
看
護
師

山
口　

つ
や
子

西海支所

支
所
長

（
兼
庶
務
課
長
）

　

山
下　

啓
介

課
長
補
佐
兼

庶
務
管
理
係
長

課
長
補
佐

森
口　
　

勉

庶
務
管
理
係

専
門
員

山
田　

し
か
よ

庶
務
管
理
係

主
事

西
田　

季
史

住
民
課

　

課
長　

和
田　

俊
之

課
長
補
佐
兼

住
民
係
長

課
長
補
佐

山
岡　

島
子

住
民
係

主
事

山
本　

恵

地
域
振
興
課　

　

課
長　

吉
田　

光
男

課
長
補
佐
兼

建
設
係
長

課
長
補
佐

高
江　
　

学

商
工
観
光
係

専
門
員

吉
田　

修
次

農
林
水
産
係

係
長

吉
田　

正
一

建
設
係

主
事

楠
葉　

哲
也

環
境
衛
生
係

主
事

藤
本　

吉
信

保
健
福
祉
課　

　

課
長　

吉
田　

卓
也

課
長
補
佐
兼

保
健
福
祉
係
長

課
長
補
佐

垣
本　

耕
一

保
健
福
祉
係

主
査

中
田　

ハ
ツ
エ

保
健
福
祉
係

主
事

吉
田　

久
美

商工
観光課

Ｍ
Ｉ
Ｃ
宇
和
海

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

所
長  

岡
田　

庄
吉

環境衛生
センター

所
長　

清
水　

光
弘

所
長
補
佐

池
田　
　

力

愛南町
クリーンセンター

所
長　

藤
田　

正
斗

国保一本松病院

庶
務
係

係
長

岡
崎　

克
美

看
護
師

岩
崎　

美
和

（
新
採
）

看
護
師

牧
野　

ゆ
か
り

（
新
採
）
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国保
一本松病院

薬
剤
師

高
平　

修
夫

（
新
採
）

薬
剤
師

河
野　

し
お
り

（
新
採
）

水道課

課
長　

岡　

和
三
郎

課
長
補
佐
兼

上
水
道
係
長

課
長
補
佐

岸
本　

房
雄

学校教育課

課
長　

埜
々
下　

正
男　

課
長
補
佐

山
口　

俊
文

課
長
補
佐

尾
崎　

道
広

総
務
係

専
門
員

長
田　

照
夫

施
設
係

係
長

松
本　

仁
志

施
設
係

主
事

澤
近　
　

良

学
校
教
育
係

専
門
員

石
崎　

明
美

学
校
教
育
係

主
事

上
田　

裕
美

社会教育課

課
長

（
兼
中
央
公
民
館
長
）

　

裡
田　

日
出
夫

課
長
補
佐
兼

社
会
教
育
係
長

課
長
補
佐

田
中　

俊
二

社
会
教
育
係

係
長

篠
田　

富
子

社
会
教
育
係

主
査

藤
田　

有
紀

人
権
教
育
係

係
長

浅
海　

伸
児

内海
公民館

主
事

中
川　

三
恵
子

城辺
公民館

館
長　

高
木　

正
夫

文化スポーツ振興課

課
長　

高
橋　

純
一

課
長
補
佐
兼

文
化
振
興
係
長

課
長
補
佐

谷
上　

つ
ね
子

文
化
振
興
係

専
門
員

本
多　

か
ず
み

社
会
体
育
係

係
長

猪
野　

博
基

地
域
ス
ポ
ー
ツ
係

係
長

近
田　

幸
信

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

主
査

尾
上　

雅
己

文化スポーツ
振興課

城
辺
社
会
福
祉
会
館

主
査

田
下　

弘
之

一
本
松
郷
土
資
料
館

主
任

徳
田　

恵
美

柏寿園

所
長　

松
田　

雅
博

船舶職員
養成講習所

所
長　

宮
城　

辰
彦

消防署

消
防
長　

中
平　

英
明

　

署
長　

佐
藤　

謙
吉

課
長
補
佐
兼

庶
務
係
長

課
長
補
佐

楠
木　

宇
佐
美

県
消
防
防
災
航
空
隊

派
遣

専
門
員

若
林　

弘
武

消
防
団
係

係
長

守
口　

庸
夫

庶
務
課

　

課
長　

本
多　

祐
三

県
消
防
学
校

主
事
補

増
元　

貞
紀

（
新
採
）

県
消
防
学
校

主
事
補

赤
松　

孝
一

（
新
採
）

消
防
課

　

課
長　

宮
下　

敏
夫

課
長
補
佐

西
田　
　

茂

署
長
補
佐

稲
田　

眞
一

第
２
小
隊

小
隊
長

松
本　

憲
仁

第
３
小
隊

小
隊
長

松
本　

伯
竹

平
成
16
年
度
退
職
者

所
属
及
び
役
職

氏　

名

所
属
及
び
役
職

氏　

名

消
防
本
部
・
消
防
署
長

（
消
防
長
兼
消
防
署
長
）

吉
田　

宜
裕

一
本
松
支
所（
兼
庶
務
課
長
）

大
森　

敏
生

愛
南
町
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長

小
島
敬
一
郎

国
保
一
本
松
病
院
副
看
護
師
長

西
川　

肇
子

水
道
課
長

三
浦　
　

弘

町
民
課
課
長
補
佐

木
村　

隆
子

御
荘
保
育
所（
兼
長
月
保
育
所
長
）

中
尾　

重
隆

水
道
課
課
長
補
佐

大
下　

一
廣

消
防
本
部
消
防
課
長

小
島　

正
俊

総
務
課
広
報
広
聴
室
係
長

倉
本
キ
ミ
子

御
荘
支
所
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

増
金　

悦
夫

一
本
松
支
所
地
域
整
備
課
係
長

廉
谷　

咲
子

農
業
委
員
会
事
務
局
長

大
戸　
　

太

高
齢
者
対
策
課
介
護
支
援
専
門
員

小
畑　

惠
子

議
会
事
務
局
事
務
局
長

大
西　

卓
夫

城
辺
保
育
所
中
級
保
育
士

濵
田　

美
希
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新
任
校
、（　

）
は
旧
任
校
、
氏
名
の
順
で
掲

載
。
な
お
、
氏
名
の
前
の
○
は
昇
任

小
学
校
教
職
員
異
動

【
校
長
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

赤
水
小
（
松
山
市
荏
原
小
） 

○
重
松
里
美

菊
川
小
（
西
浦
小
）　

 

　

清
家
庫
男

久
良
小
（
松
山
市
双
葉
小
） 

○
片
上
公
典

西
浦
小
（
西
予
市
野
村
小
） 

○
川
上
安
弘

■
町
外
に
転
出
さ
れ
た
先
生

奥
南
小
（
赤
水
小
） 

　

大
野
直
陳

松
山
市
立
岩
小
（
菊
川
小
） 

　

鈴
木
康
二

【
教
頭
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

柏
小
（
畑
地
小
） 

　

岡
村
美
枝

平
城
小
（
県
教
委
） 

　

松
本
清
隆

緑
小
（
浦
知
小
） 

　

小
澤
充
材

僧
都
小
（
宇
和
海
中
） 

　

幸
田
健
一

深
浦
小
（
緑
小
） 

　

吉
田
秀
子

東
海
小
（
柏
小
） 

　

木
原
要
子

一
本
松
小
（
平
城
小
） 

　

末
廣
鉄
雄

満
倉
小
（
深
浦
小
） 

　

中
平
葉
子

篠
山
小（
西
宇
和
郡
水
ヶ
浦
小
）○
大
塚　

稔

福
浦
小
（
蒋
淵
小
） 

　

吉
本　

浩

■
町
外
に
転
出
さ
れ
た
先
生

愛
治
小
（
東
海
小
） 

　

山
下
辰
男

西
予
市
狩
江
小
（
一
本
松
小
）
○
井
村
光
男

浦
知
小
（
篠
山
小
） 

　

勇　

清
雅

由
良
小
平
井
分
校
（
福
浦
小
）　

脇
坂　

茂

【
事
務
長
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

城
辺
小
（
番
城
小
） 

　

安
岡
昌
彦

【
教
諭
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

家
串
小
（
城
辺
小
） 

　

山
下
陽
子

柏
小
（
緑
小
） 

　

片
山
千
代

魚
神
山
小
（
四
国
中
央
市
川
之
江
南
中
）

 

　

山
本
直
也

　

〃　

（
柏
小
） 

　

中
川
美
惠

　

〃　

（
講
師
） 

　

坪
内
五
鈴

中
浦
小
（
明
倫
小
） 
　

高
田
陽
介

　

〃　

（
城
辺
小
） 
　

末
廣
洋
子

赤
水
小
（
僧
都
小
） 

　

矢
野
隆
行

平
城
小
（
赤
水
小
） 

　

片
山
新
也

　

〃　

（
高
光
小
） 

　

澤
近
恭
子

　

〃　

（
岩
松
小
） 

　

伊
井
徳
美

　

〃　

（
中
浦
小
） 

宮
下
嘉
納
子

　

〃　

（
長
月
小
） 

増
田
登
代
子

　

〃　

（
満
倉
小
） 

　

德
田
み
え

菊
川
小
（
平
城
小
） 

　

大
館
俊
宣

長
月
小
（
平
城
小
） 

小
田
原
眞
司

　

〃　

（
城
東
中
） 

　

竹
村
恵
美

城
辺
小
（
中
浦
小
） 

　

原
田　

亮

　

〃　

（
平
城
小
） 

　

菅　

登
美

　

〃　

（　

〃　

） 

西
平
ひ
ろ
み

緑
小
（
家
串
小
） 

　

高
川
文
江

僧
都
小
（
城
辺
中
） 

　

吉
岡　

瞳

久
良
小
（
深
浦
小
） 

　

安
岡
壽
枝

深
浦
小
（
一
本
松
小
） 

　

二
神
三
奈

愛
南
町
教
職
員
人
事
異
動

愛
南
町
教
職
員
人
事
異
動

東
海
小
（
福
浦
小
） 

　

梶
田
美
保

一
本
松
小
（
船
越
小
） 

　

川
崎
敦
子

　

〃　

（
篠
山
小
） 

　

飯
田
千
歳

　

〃　

（
新
採
）　
　
　
　
　
　

増
田
智
之

満
倉
小
（
魚
神
山
小
） 

　

中
村
恭
子

福
浦
小
（
松
山
市
北
条
南
中
）　

高
田
晶
子

西
浦
小
（
僧
都
小
）　
　
　

井
場
木
麻
由
美

■
町
外
に
転
出
さ
れ
た
先
生

小
池
小
（
平
城
小
） 

　

竹
田
雅
彦

番
城
小
（
菊
川
小
） 

　

大
塚
誠
司

教
育
セ
ン
タ
ー〈
麻
生
小
〉（
長
月
小
）
古
川
哲
也

大
洲
市
櫛
生
小
（
城
辺
小
） 

　

中
野　

豪

高
光
小
（
東
海
小
） 

　

竹
田
聡
美

【
養
護
教
諭
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

赤
水
小
（
篠
山
中
） 

　

蕨
岡
幸
子

菊
川
小
（
新
採
）　
　
　
　
　
　

矢
野　

舞

船
越
小
（
赤
水
小
） 

　

清
家
文
香

【
事
務
係
長
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
方

城
辺
小
（
城
辺
中
） 

　

福
山
早
苗

【
事
務
職
員
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
方

家
串
小
（
遊
子
小
）　

 

　

中
川　

誠

菊
川
小
（
天
神
小
） 

　

三
浦
律
子

城
辺
小
（
緑
小
） 

　

凝
地
和
博

緑
小
（
城
辺
小
が
兼
務
）

東
海
小
（
菊
川
小
） 

　

谷
口
志
津

久
良
小
（
事
務
） 

浦
崎
由
加
理

■
町
外
に
転
出
を
さ
れ
た
方

由
良
小
（
家
串
小
） 
　

松
本
尚
子

松
山
市
中
島
中
（
魚
神
山
小
）　

水
野
晴
美

【
学
校
栄
養
職
員
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
方

城
辺
小
（
御
荘
中
） 

　

河
島
安
美

船
越
小
（
新
採
）　
　
　
　
　

中
村
伊
佐
子

■
退
職
を
さ
れ
た
方

三
村
千
種
（
城
辺
小
）

中
学
校
教
職
員
異
動

【
校
長
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

福
浦
中
（
久
良
小
） 

　

松
下

子

■
町
外
に
転
出
さ
れ
た
先
生

石
応
小
（
福
浦
中
） 

　

都　

明
治

【
教
頭
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

町
教
委
〈
御
荘
中
〉（
県
教
委
）　

尾
﨑
道
広

中
浦
中
（
満
倉
小
） 

　

荒
木
智
子

■
町
外
に
転
出
さ
れ
た
先
生

城
南
中
（
中
浦
中
） 

　

上
甲
茂
利

【
教
諭
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

内
海
中
（
一
本
松
中
） 

　

北
條
志
保

　

〃　

（
篠
山
中
） 

　

狩
野
瑞
穂

中
浦
中
（
津
島
中
） 

　

三
村
生
彦

　

〃　

（
吉
田
中
） 

　

木
口
富
惣

御
荘
中
（
吉
田
中
） 

　

前
田
千
穂

　

〃　

（
内
海
中
） 

　

好
岡
裕
子

　

〃　

（
講
師
） 

　

金
房
優
理

　

〃　

（
講
師
） 

　

蓮
本
華
那

城
辺
中
（
内
海
中
） 

　

成
宮
伸
亮

　

〃　

（
城
辺
小
） 

安
森
み
ち
よ

　

〃　

（
西
浦
小
） 

　

三
原
麻
貴

　

〃　

（
四
国
中
央
市
川
之
江
北
中
）
山
本
景
子

　

〃　

（
新
採
） 

　

若
宮
磯
一

　

〃　

（
講
師
） 
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〃　
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〃　
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中
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辺
中
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塚
岡
政
文
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楽しみね！

一
本
松
中
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中
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濵
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代

〃　
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中
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坂
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〃　
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曽
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利
泰

長
期
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前
期
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松
中
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都
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俊
彦
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山
中
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中
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中
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土
居
文
洋
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中
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中
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宮
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保
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に
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生

今
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大
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中
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中
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○
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予
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小
（
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辺
中
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裕
司

吉
田
中
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中
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西
田
裕
充

明
倫
小
（
一
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松
中
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邊
美
樹

■
退
職
さ
れ
た
先
生

　

野
平
俊
子
（
城
辺
中
）

【
養
護
教
諭
の
部
】

●
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さ
れ
た
先
生

中
浦
中
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船
越
小
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小
田
原
悦
子

御
荘
中
（
菊
川
小
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赤
樫
律
子
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山
中
（
中
浦
中
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芝
田
美
穂
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退
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れ
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先
生

　

松
本
明
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御
荘
中
）

【
事
務
職
員
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
方

一
本
松
中
（
東
海
小
） 
　

山
本
和
弘

■
町
外
に
転
出
さ
れ
た
方

西
予
市
明
間
小（
一
本
松
中
）○
中
尾
利
恵
子

【
学
校
栄
養
職
員
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
方

御
荘
中
（
船
越
小
）　
　
　

草
木
原
登
美
子

子ども相談窓口の
設置について

　城辺保健福祉センター内に、妊娠
中から乳児期、幼児、学童期、思春
期(18歳未満)までを対象に、子ども
に関する相談を受ける窓口を設置し
ました。
　ちょっとした相談や、今気になっ
ていること、少し話を聞いて欲しい
と思うことがありましたら、気軽に
ご連絡して下さい。
　また、地域の子どもの様子で気
になっていることがありましたら、
情報をお寄せ下さい。
　電話相談、来所相談、訪問相談に
応じます。

相談時間：月～金 8:30～17:15 
場　　所：城辺保健福祉センター
電話番号：0895－72－1212
子ども相談窓口担当：

　　　　　保健師　荒
あれち

地　ミドリ

★上記以外の夜間、土日、祝日で、
お急ぎの場合は、愛南町役場(電話
72-1211)にご連絡下さい。

◆場　　所 　鹿　島
◆日　　時　５/１３（金）～１５（日）

　　　　　   １６：００（受付）～２１：００（船越着）

　　　　　 〈雨天予備日　５/２０（金）～２２日（日）〉

◆募集人員　１８０名（１日６０名×３日)

◆参 加 費　大人１,０００円（高校生以上）

　　　　　　小人  ５００円（小・中学生）

　　　　　　幼児は無料です

　　　　　　希望者：夕食バーベキュー有り（１食１,２００円）

◆服装・携行品

　　　　　　軽装（できれば長袖、長ズボン）、運動靴、

　　　　　　懐中電灯

◆申し込み等

　　　　　　官製はがきで申し込みの場合は、住所・氏名・

　　　　　　年齢・職業・非常時の連絡先をご記入の上、

　　　　　　西海支所地域振興課までお申し込みください。

　　　　　　また、電話での申し込みも受付ます。

◆問合せ先　〒798－4292 愛南町船越1289番地1 

　　　　　　西海支所地域振興課

　　　　　　℡  ８２－１１１１  ℻  ８２－１１１０

サンセットクルーズ&ほたるウォッチングサンセットクルーズ&ほたるウォッチング

家
串
小
学
校
の

入
学
児
童
！
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●公募委員数　２名（15名以内のうち）

　　　　　　  【介護保険第１号被保険者（65歳以上）１名、介護保険第２号被保険者（40～65歳未満）１名】

●任　　　期　選任の日から平成19年3月31日まで

●応 募 資 格　町内在住で40歳以上の方

●応 募 期 間　平成17年5月6日（金）～5月30日（月）

●応募の方法　応募の動機・住所・氏名・年齢・職業・電話番号をご記入の上、本庁高齢者支援課また

は各支所保健福祉課へ郵送・FAXで申し込んで下さい。（応募様式は問いません）

●問 合 せ 先　〒798-4131  愛南町城辺甲2487　城辺保健福祉センター内

　　　　　　　高齢者支援課介護保険室　介護保険係（℡  72－1212・℻  72－1215）

●公募委員数　各運営委員会２名

●任　　　期　平成17年４月１日～平成19年３月31日までの２年間

●応 募 資 格　町内在住で20歳以上の方

●応 募 期 間　平成17年５月６日（金）～５月30日（月）

●応募の方法　応募の動機・住所・氏名・年齢・電話番号をご記入の上、本庁商工観光課または各

支所地域振興課へ郵送・FAXで申し込んで下さい。（応募様式は問いません）

●問 合 せ 先　〒798－4196  愛南町城辺甲2420　本庁商工観光課（℡  72－1211・℻  72－1214）

公募する委員会　一本松温泉あけぼの荘運営委員会・ゆらり内海運営委員会・宇和海ふれあいセン

ター運営委員会・山出憩いの里温泉運営委員会・愛南町旅客船事業運営委員会

　愛南町では、住民の方々の目線に立った行政運営を進めるため、各種計画づくりに積極的に参画していた

だける各種委員を下記のとおり公募いたします。皆さんのご参加をお願いいたします。

愛南町ごみ減量化等推進協議会委員

●公募委員数　５名以内（15名のうち）

●任　　　期　平成17年４月１日～

　　　　　　　平成19年３月31日までの２年間

●応 募 資 格　町内在住で20歳以上の方

●応 募 期 間　平成17年６月15日（水）まで

●応募の方法　応募の動機・住所・氏名・年齢・

電話番号をご記入の上（応募様

式は問いません）、本庁環境衛生

課または各支所地域振興課へ

郵送・ＦＡＸで申し込んで下さい。

●問 合 せ 先　〒798－4196  愛南町城辺甲2420

　　　　　　　本庁環境衛生課

　　　　　　 （℡  72－1211・℻  72－1214）

愛南町補助金検討委員

●公募委員数　３名（５名のうち）

●任　　　期　検討結果を答申するまで

●応 募 資 格　町内在住で20歳以上の方で、町

政に興味のある方

●応 募 期 間　平成17年５月31日（火）まで

●応募の方法　所定の用紙（用紙は政策推進室、

各支所庶務課にあります）によ

り本庁企画財政課政策推進室ま

たは各支所庶務課へ郵送・ＦＡＸ

で申し込んで下さい。

●問 合 せ 先　〒798－4196  愛南町城辺甲2420

　　　　　　　本庁企画財政課　政策推進室

　　　　　　 （℡  72－1211・℻  72－1214）

各種委員の公募のお知らせ

愛南町温泉事業等運営委員会・愛南町旅客船事業運営委員会

愛南町介護保険事業計画等策定委員会
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水道水水質検査結果を報告します

上水道水質検査結果
今回は３月14日採水分を公表します。

（基本項目10項目）
項 目 平城 中浦 菊川 城辺 中町 水道法による基準値

硝酸性窒素および亜硝酸性窒素 0.9 0.9 0.9 0.2 1.2 10以下

塩 化 物 イ オ ン 7.8 7.8 16.9 7.2 10.3 ２００以下

有 機 物 等 0.12 0.11 0.18 0.31 0.18 10以下

ｐ Ｈ 値 6.55 6.48 6.50 7.00 6.46 5.8～8.6

濁     度 0.007 0.016 0.007 0.005 0.002 2以下

※全て検査箇所で、一般細菌及び大腸菌群は検出されませんでした。味、臭気についても異常ありませんでした。色度は、1未満でした。

簡易水道水質検査結果
項 目 長月 和口 僧都 山出 一本松 増田 正木 柏 水道法による基準値

硝酸性窒素および亜硝酸性窒素 0.2 0.2 0.2 0.4 0.2 0.7 0.1 1.1 10以下

塩 化 物 イ オ ン 7.1 7.1 6.4 5.0 12 13.8 6.0 13.0 ２００以下

有 機 物 等 0.18 0.44 0.24 0.09 0.39 0.46 0.29 0.26 10以下

ｐ Ｈ 値 7.12 7.05 7.19 7.06 7.17 7.15 7.01 6.86 5.8～8.6

濁     度 0.006 0.018 0.007 0.018 0.009 0.004 0.007 0.003 2以下

※全ての箇所で大腸菌群は検出されませんでした。一般細菌(1ml中)は、基準値100以下のところ長月、和口で1、それ以外の箇所は検
出されませんでした。味、臭気についても異常ありませんでした。色度は、1未満でした。

県条例水道水質検査結果
項 目 長洲 稲津 脇本 大駄場 御在所 正木本村 水道法による基準値

硝酸性窒素および亜硝酸性窒素 0.3 0.2 0.1 0.1 0.2 0.2 10以下

塩 化 物 イ オ ン 10.7 21.3 12.2 5.1 5.4 5.4 ２００以下

有 機 物 等 0.28 0.26 0.37 0.11 0.37 0.14 10以下

ｐ Ｈ 値 7.53 6.87 7.49 7.53 7.45 6.85 5.8～8.6

濁     度 0.018 0.003 0.006 0.005 0.124 0.032 2以下

※全ての箇所で大腸菌群は検出されませんでした。一般細菌(1ml中)は、基準値100以下のところ御在所で1、それ以外の箇所は検出さ
れませんでした。味、臭気についても異常ありませんでした。色度は、1未満でした。

飲料水供給施設水質検査結果
項 目 槍松 大浜 水道法による基準値

硝酸性窒素および亜硝酸性窒素 0.2 0.4 10以下

塩 化 物 イ オ ン 10.0 24.3 ２００以下

有 機 物 等 0.31 0.41 10以下

ｐ Ｈ 値 7.52 7.14 5.8～8.6

濁     度 0.004 0.005 2以下

※全ての箇所で、一般細菌及び大腸菌群は検出されませんでした。味、臭気についても異常ありませんでした。色度は、1未満でした。

共同水道水質検査結果
項 目 榎川 水道法による基準値

硝酸性窒素および亜硝酸性窒素 0.2 10以下

塩 化 物 イ オ ン 7.1 ２００以下

有 機 物 等 0.22 10以下

ｐ Ｈ 値 7.18 5.8～8.6

濁     度 0.056 2以下

※全ての箇所で、一般細菌及び大腸菌群は検出されませんでした。味、臭気についても異常ありませんでした。色度は、1未満でした。

問い合わせ先　水道課　℡７２－０８３５

愛南町都市計画審議会委員

●公募委員数　女性２名（15名以内のうち）

●任 期　平成17年４月１日～平成19年３月31日までの２年間

●応 募 資 格　町内在住で20歳以上の女性の方で、都市計画（まちづくり）に関心のある方

●応 募 期 間　平成17年５月２日（月）～５月20日（金）

●応募の方法　所定の用紙（用紙は建設課、各支所、各公民館にあります）により本庁建設課または

各支所、各公民館へ郵送・FAXで申し込んで下さい。

●問 合 せ 先　〒798－4196  愛南町城辺甲2420　本庁建設課（℡  72－1211・℻  72－1214）

役場からのお知らせ
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平成17年3月１日現在

施設名 対象戸数 接続戸数 接続率 供用開始

油袋クリーン
センター

 48  18 37.5 平成14年4月1日

家串クリーン
センター

 108  48 44.4 平成14年8月1日

平碆クリーン
センター

 104  73 70.2 平成11年4月1日

和口クリーン
センター

 42  19 45.2 平成16年7月1日

一本松クリーン
センター

 480  404 84.2 平成13年4月1日

御在所クリーン
センター

 30  25 83.3 平成 7年4月1日

計  812  587 72.3 

　現在、空室となっております町営住宅について、入居者の募集をいたします。入居をご希望の方は、
関係書類を添えて下記によりお申込み下さい。

１．住宅（空家）の概要

住宅名（区分） 住宅所在地 構造 空部屋の概要
月別家賃 敷　金 共益費 その他特記事項

三島団地（公営住宅） 城辺乙669番地 鉄筋3階建(築30年) 315号　3DK　55.3㎡

9,700円～16,200円 家賃の３ヵ月分 有

中原団地（公営住宅） 城辺甲10番地3 鉄筋3階建(築8年) 301号　3DK　75.4㎡

21,800円～36,200円 家賃の３ヵ月分 有 電化住宅　駐車場使用料別

菊川住宅（公営住宅） 御荘菊川1963番地1 木造2階建(築7年) 106号　3DK　77.4㎡

23,000円～38,200円 家賃の３ヵ月分 有

魚神山団地（公営住宅） 魚神山264番地 コンクリートブロック造２階(築27年) 1号、2号　3DK　61.3㎡

11,200円～18,500円 家賃の３ヵ月分 無

猿田団地（特定公共賃貸住宅） 城辺甲3851番地1 鉄筋3階建(築10年) 305号　2LDK　73.98㎡

53,000円 家賃の３ヵ月分 有 電化住宅　駐車場使用料別

※入居の際には、連帯保証人が 2名必要になります。

２．申込み受付期間　　　５月６日（金）～５月１８日（水）
受付時間　　　午前８時３０分～午後５時１５分（土・日は除きます）

３．入居者資格 ( 次のすべての条件を満たしていること )
　（１）町内に居住している方、及び居住を希望している方で、住宅にお困りの方。
　（２）市町村税を滞納していない方。
　（３）特定公共賃貸住宅については、現に同居し、又は同居しようとする親族（婚約者を含む。但し婚

約者は入居後３ヵ月以内に婚姻すること）がいる方。
※尚、収入により各住宅の入居資格に制限があります。

４．申込み方法等
入居を希望される方は、本庁財産管理課住宅係【℡ 72-1211（内線 223、224）】までお問い合せ

　　ください。

　現在、内海地域の接続率が低くなっています。環境に
負荷をかけない生活スタイルの実現、そして、海を含
めた美しい自然環境を守るため、集落排水施設への接続
をしていただきますようお願いいたします。詳しい内容
は、本庁環境衛生課へお問い合せください。

町営住宅の入居者募集について

集落排水施設別接続率

５月納税等のお知らせ５月納税等のお知らせ

軽 自 動 車 税 全 期 分
保 育 所 保 育 料 毎月月末
下 水 道 使 用 料 毎月月末

※旧西海町の定期納入日は、26日（木）です。

口座振替のお知らせ

❶町税等、住宅使用料、住宅共益費、駐車場

使用料は、毎月、当月分を月末に振替となり

ます。なお、該当日が休日の場合は、翌日と

なります。

❷上水道使用料・簡易水道使用料の振替日は

毎月21日、再振替日は翌月の10日です。

❸既に旧町村で口座振替依頼書を提出してい

る方は、新たに提出することなく、愛南町と

して処理させていただきます。

町税は納期までに確実に納入しましょう！
税に関するご質問は

　本庁税務課までお問い合せください。

役場からのお知らせ
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　保育所（町立）において、保育サービスを利用し、
あらかじめ説明された内容と実際のサービスが違っ
ていたり、受けているサービスに不満や疑問などが
ある場合、各保育所の苦情解決責任者（保育所長
等）が、中立・公正な第三者委員とともに、適切な解
決に努める体制を整備しました。
　詳しい問い合せについては、本庁保健福祉課（℡
72-1212）または各保育所までご連絡ください。

　第三者委員（保護者の皆様が職員に申し立てにく
い事を、直接聞いていただけます。）

第三者委員 担当地区 所 属

宮部　 子 内　海 主任児童委員

時岡　トヨミ 御　荘 主任児童委員

末武　裕子 城　辺 主任児童委員

大西　浩樹 一本松 主任児童委員

公立保育所の保育サービスに関する
苦情・相談を受付る仕組みができました!

　当院は、病床数160、診
療科11の愛南町で唯一総
合機能を有する総合病院で
す。また、救急から高度な
医療まで幅広い医療に的確
に対応し、年間を通じて対

応できる救急医療、急性期医療を担う中核病
院を目標としております。
　そして、病院の理念である地域住民の方々
に信頼され、安心して医療を受けられる病院
をめざすとともに、患者さんの権利と尊厳を
重視し、患者さんの立場に立った医療サービ
スの提供に努めていきたいと考えております。
今後、「さわやか」医療情報として、いろい

ろな情報をお知らせしたいと思っております。

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

県立南宇和病院
院長　米田　文男先生

保健事業のお知らせ（5月）
☆☆☆☆☆☆☆各種健（検）診☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

基本健診・肺・大腸

前立腺・肝炎検査

5月  9日 月
土居集会所   ９：３０～１１：３０
長野集会所 １４：００～１５：３０

5月12日 木
太場集会所   ９：３０～１０：３０
豊田集会所 １３：００～１４：３０

5月16日 月
大成川集会所 １０：００～１１：００
小成川集会所 １３：３０～１４：３０

5月23日 月 須ノ川公民館   ９：３０～１１：００

5月24日 火
左右水集会所   ９：３０～１０：３０
猿鳴集会所 １３：３０～１４：３０

5月25日 水 尻貝集会所
  ９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

5月26日 木 中浦漁村振興センター
  ９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

基本健診・肺・胃

大腸・前立腺

肝炎検査

5月  2日 月 御荘文化センター   ８：３０～１１：３０
5月10日 火

一本松保健センター   ８：００～１１：００
5月11日 水
5月19日 木 長月公民館   ８：００～１１：３０

乳・子宮がん検診

骨粗鬆症検診

5月17日 火 篠山小学校体育館
  ９：００～１１：００
１３：３０～１５：００

5月18日 水 上大道集会所
  ９：００～１１：００
１３：３０～１５：００

胃がん検診

5月18日 水 内泊集会所   ７：００～  ８：３０
5月19日 木 大成川集会所   ７：００～  ８：３０
5月20日 金 久家集会所   ７：００～  ８：３０
5月31日 火 篠山小学校体育館   ７：００～  ９：００

＊5月17日、5月18日は、マンモグラフィー検査・骨粗鬆症検診については午前・午後、
　子宮がん検診・乳がん視触診検診については午後からのみの受付です

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆
月　日 曜日 場所 受付時間

乳児健診（後期）
5月11日 水 御荘文化センター

１３：００～１３：３０
5月24日 火 城辺保健福祉センター

３歳児健診
5月17日 火 御荘文化センター

１３：００～１３：３０
5月31日 火 城辺保健福祉センター

＊対象：御荘文化センター（内海地区、御荘地区、西海地区）、城辺保健福祉センター
　(城辺地区、一本松地区）対象者には通知します

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆
月　日 曜日 場所 受付時間

みるく広場 5月12日 木 一本松保健センター   ９：３０～１１：３０
みなみっ子 5月23日 月 御荘夢創造館   ９：３０～１１：３０

☆☆☆☆☆☆☆そ の 他☆☆☆☆☆☆☆
月　日 曜日 場所 受付時間

離乳食講習会
5月12日 木 御荘文化センター

１３：００～１３：３０
5月16日 月 城辺保健福祉センター

*対象者には通知します

　４/１から子育て支援グループ

「こぶたたんぽぽポケットとん

ぼ」が、『つどいの広場』事業

を開催しています。常時２名の

育児アドバザーがスタンバイ。

　子育ての悩みもお気軽に。地

域の子育て関連情報も提供をし

ていますので、多くの方にご利

用いただきたいと思います。

◆場所　プラザじょうへん
◆時間　月～金曜日

10：00～16：00頃

訂正とお詫び

　広報４月号で掲載いたしまし
た一本松地域行政協力員の中川
地区の組長さんの名前が間違っ
ていましたので訂正してお詫び
いたします。
（正しい組長さん）

中川地区

組　名 組長名

新　　田 谷門　経夫

大　　又 大野　　甫

影　　平 島　　逸雄

名　　本 大森　敏生

奈　　呂 山岡　伸好

光　　野 武田　啓助

茶　　堂 田中　一光

役場からのお知らせ
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水上オートバイを操縦するには「特殊小型」の免許が別に必要です。

●期　日　学科（昼間） 5月21日（土）午前8：50～午後4：00

　　　　　　　　　　   5月22日（日）午前9：00～午後4：00 

　　　　　審査　　　   5月22日（日）午後4：30～午後5：40

　　　　　実技（昼間） 教習２日間と審査半日程度の計３日間

　　　　　　　　　　　　　　　　　午前9：30～午後4：30 

　　　　　日程については、学科開講時に通知します。

　　　　　（人数により連続日にならないことがあります。）

●場　所　愛南町船越 船舶職員養成講習所（実技 愛南町船越港）

●受講料　123,150円（授業料、免許申請等一切）

●受講手続き必要書類等

　※受講申込書（所定の様式）

　※予備身体検査証明書（所定の様式）（タテ4.5cm・ヨコ3.5cmの写真１枚貼付）

　※住民票１通（本籍地記載のもの）　（１年以内のもの）

　※写真５枚　　　　　　　　　　　　（タテ4.5cm・ヨコ3.5cmで、枠なし、スピ-ド写真不可。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６カ月以内に撮影した無帽、正面で、無背景のもの）

　※みとめ印

　※海技免状　（所有している方のみ）

●申込締切日　平成17年５月13日（金）

●申込先及び連絡先　愛南町船越 船舶職員養成講習所　電話（0895）82-0222

　☆平成16年11月1日から小型船舶の免許制度が変わりました。

◎希望者少数の場合は、中止することがあります。

２級小型船舶操縦士(５海里未満)免許講習会開催要項

30歳未満（学生以外）の方へ30歳未満（学生以外）の方へ

平成17年４月から『若年者納付猶予制度』が創設されました。

　これまで、国民年金の保険料免除制度では、所得の少ない若者（30歳未満）が、所得の高い世帯

主（親など）と同居している場合、保険料免除とはならない場合が多くありました。今回の改正に

よって、本人及び、配偶者の前年の所得が一定以下であれば、世帯主（親など）の所得にかかわら

ず、申請によって保険料の納付が猶予されます。

　●対象となる方

　　　30歳未満の第1号被保険者であって、本人及び、配偶者の前年の所得が基準（全額免除基準と

同額）に該当すること。

　●申請の方法

　　　住民票のある町の国民年金の窓口へ年金手帳・印鑑をお持ちになってお越しください。毎年

申請が必要です。

　●申請をして承認されると

　　　承認期間中の障害や死亡といった不慮の事態には、一定の要件を満たせば、満額の障害基礎

年金または、遺族基礎年金が支給されます。承認期間は、将来年金を受け取る際に必要な受給

資格期間（25年）には算入されますが、年金額には反映されません。10年以内であれば、さか

のぼって保険料を納めることができます。（ただし、２年を過ぎると、経過した年数に応じて保

険料に加算額がつきます。）

　これまで保険料の免除が認められなかった方でも、若年者納付猶予制度が認められる場合があり

ます。詳しくは、本庁町民課（℡  72－1211）へご相談ください。

今月の社会保険・年金一日相談

日時：5月16日（月）午前10時～午後3時30分　　場所：城辺商工会館2階

役場からのお知らせ
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軽自動車税、自動車税 納期限は5月31日(火)です!

　軽自動車税、自動車税は、4月1日現在の登録名義人にその年度分が課税されます。
　納期限を過ぎますと、納める税額のほかに延滞金も併せて納めていただくことになりますので、お
早めにお納めください。

   ～軽自動車税には、身体障害者のための減免の制度があります～
 減免を受けるには申請が必要ですので、必要書類（身体障害者手帳、運転免許証、納付書、印鑑）を
持参の上、5月24日(火)までに、本庁税務課へお越し下さい。

　愛南町では、総務大臣から委嘱された行政相談委員が、下記のとおり行政相談所を開設いたしますの
で、お気軽にご利用ください。詳しくは、本庁総務課へお問い合せください。
　なお、相談は無料で、秘密は固く守られます。
（相談例：道路、交通安全、登記、郵便、消費生活、社会福祉、公害、行政サービス改善に関する意
見・要望　など）

地域 担当者 開催日 場所 時間

内海地域 藤井　千代子 ５月16日（月） ＤＥ・あ・い・21

御荘地域 佐野　光行 ５月19日（木） 御荘文化センター
城辺地域 寺尾　　庸 ５月20日（金） 城の辺学習館 １３：００～１５：００
一本松地域 宮谷　光俊 ５月19日（木） 山村開発センター
西海地域 山本　美紀雄 ５月８日（日） 西海町民会館

行政相談所開設のお知らせ ～春の行政相談（5/16～22）～

～休日出張収納窓口を開設しています～

　愛媛県宇和島地方局と愛南町では、日頃お仕事など
で忙しく、納税に来られない方のために、共同で出張
収納窓口を開設します。

【場　所】  フジ南宇和店
【期　日】  5月21日(土)、22日(日)、28日(土)、29日(日)
【時　間】  午前9時～午後6時
※当日は納税通知書をご持参ください。

　また、右記の期間において収納窓口の時間延長も
行っておりますので、あわせてご利用ください。

　《自動車税》
【期　日】  5月16日(月)～5月31日(火)まで

(土日を除く)
【時　間】  午後5時15分～午後7時15分
【場　所】  宇和島市天神町7番1号 

愛媛県宇和島地方局 税務課
【問合せ】  愛媛県宇和島地方局 税務課 

TEL 0895－22－5211
　《軽自動車税》
【期　日】  5月17日(火)～5月31日(火)まで

(土日を除く)
【時　間】  午後5時15分～午後7時15分
【場　所】  本庁税務課
【問合せ】  本庁税務課　TEL72－1211

今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

11日・18日の水曜日の

AM8：30～10：00

6月の引取日は、

1日・8日・15日・29日の水曜日の

AM8：30～10：00

　上記の時間内に、役場本庁または各支所

まで連れてきてください。詳しくは、本庁

環境衛生課℡  72－1211(内線503)または各支

所の地域振興課までお問い合せください。

5月の当直医
一　般　内　科

第１日曜日 １日 中浦診療所 中　浦 ☎75-0503

憲法記念日 ３日 中浦診療所 中　浦 ☎75-0503

国民の休日 ４日 福岡医院 一本松 ☎84-3600

こどもの日 ５日 竹本医院 城辺甲 ☎72-3271

第２日曜日 ８日 菅外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

第３日曜日 15日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第４日曜日 22日 竹本医院 城辺甲 ☎72-3271

第５日曜日 29日 内海診療所 柏 ☎85-0341

備考１．診療時間は午前９時より午後４時迄。
　　２．診療科目は内科系の救急患者の方です。

救　急　担　当

日曜・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

役場からのお知らせ
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福田　久さん（福浦）

　－家串保育所園児－

　－柏保育所園児－
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　愛南町誕生後、内海公民館の分館体制か
ら家串公民館へと機構も変わり、本格的な
始動に向けて運営審議委員、公民館役員
で、落成式の準備を進めました。
　地区住民待望の「家串公民館」落成式
では、荒獅子の舞があり、保育園児や小
学生、婦人会の方々による演芸大会、カ
ラオケ大会・餅まきもあり、笑顔と笑い
に溢れた盛大な催しになりました。
　同公民館は、周辺に児童公園があり、
子供たちの賑やかな歓声が響き、真新し
い施設を喜んで訪れています。

　地区の世代間交流等の地域活動を活発にし、
やさしさや思いやりのある地域の連帯感を形成
する拠点施設として、木の匂いのする素敵な
「ふれあい交流館」が完成しました。当日は、落
成を祝う式典の他、小中学生によるお伊勢踊り
や餅まきなどがあり、山里らしい風情のあるシ
ンボル施設ができたと完成を喜んでいました。
　川のほとりに建つ施設は、図書室などの設備
も充実し、子供からお年寄りまで気軽に利用で
きるように生まれ変わりました。この施設で、
僧都・山出地区ならではの元気人づくりの育成
が図られ、自然豊かなふるさとの魅力を内外に
アピールしてほしいと思います。

●3/27僧都ふれあい交流館落成式

●4/3

家串公民館落成式

僧都ふれあい交流館の概要
　敷地面積　1,219㎡
　構造物の種類　
　　木造瓦葺平屋建て
　延床面積　463.54㎡
　施工業者　南予建設（株）
　施工金額　9千240万円

家串公民館の概要
　敷地面積　775.22㎡
　構造物の種類
　　鉄筋コンクリート造平屋建
　延床面積　295㎡
　請負業者　南予建設（株）
　請負金額　5千428万円

　  私たちの
    公民館ができたよ! 

　    最近、特に人を生かし育てる力が、
     地域の魅力を左右すると思います。
これからは、人・モノなど様々な

地域の素材をまとめ、魅力ある商品に
仕上げるため、公民館を舞台に
それぞれのドラマが生まれる
ことを期待しています。

左より、尾田澄
すみこ

子管理人、佐藤一
かずひろ

惠館長、

　　　　　　　　　　　　　　　　上原廣治主事

左より、中川八
や そ ま つ

十松平碆自治会長

桑山建
たつよし

義家串地区自治会長、河野とき子主事

土居三
みつお

夫館長、前田清
きよかず

和油袋地区自治会長

連絡先 70－1502

連絡先 85－1121
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　日頃城の辺学習館を利用している趣味グループや公

民館教室の皆さんの作品の展示や日舞、ダンスなどの発

表の場となる「第10回学習成果発表会」が行われ、来場

された100余名の人たちが歌や踊り、三味、吟詠、ユ

ニークなファッションショーを楽しみました。また、

習字、水墨画、俳句、陶芸、ボランティアグループの

作品などを鑑賞して楽しいひと時を過ごしました。

「夢の城ができよ!」(節句行事)

　深浦奥前地区の山頂で青壮年グループ金曜クラブ主催(福山

政利会長)による「城づくり」(伝統行事)が行われました。当日

は、竹やダンボールで3月中に築いていた城に大漁旗や色紙な

どを飾り付け、みんなでお昼を食べたり、山遊びを楽しんだり

しました。

　今は、お城もたった一つだけですが、昔は、深浦から東海の

方まで子供たちの手によりたくさんの城がつくられ、互いに城

攻めなどをして遊んだそうです。

●3/6城辺公民館

●4/3深浦公民館

世代間交流ペタンク大会

　高齢者と児童の交流を目的として、城辺地区老人クラ

ブ会員22名と城辺小学校児童12名が参加して行いまし

た。

　ときおり小雪が舞う寒空の中、内海ペタンク協会土居

三夫会長の指導により、寒さを忘れる熱い競技を展開し

て交流を深めました。

　人権問題って？

★～身の回りの様々なことについて、学びませんか～★
○講座の内容　6/1（水）～11/9（水）、「どの差別が一番重

要ですか」（第１回）他５回の講座が開催

されます。

毎回、午後７時から９時まで、御荘文化

センターで行います。

○講 師　米田孝弘さん（松山市）

愛媛県人権啓発センター人権啓発指導員

●3/12

●●●●●●●●●●●　社会教育課からのお知らせ　●●●●●●●●●●●

○募 集 定 員　30名（定員を超えた場合は抽選とします。）

○申し込み期限　平成17年５月25日（水）

○お問合せ先　社会教育課　TEL72－1113

　愛南ウォッチング

★～地域を探検してみませんか～★
○講座の内容　6/11（土）～9/10（土）、「海岸の町並

みを探検しよう」（第１回）他３回の

講座が開催されます。

毎回、午後１時30分から４時まで、

各地域の公民館を中心に行います。

○講 師　岡崎直司さん（西予市）・えひめ地域

づくり研究会議事務局長・ウォッチ

ング工房「八見舎」主宰
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　御荘警察署から名称変更し、新たなスタートを
切った「愛南警察署」の開署式が行われました。
同式典では「個人の権利と自由を保護し、公共の
安全と秩序を維持するという警察の任務を全う
し、安全・安心を肌で感じる愛南町の実現に取
り組んでいきたい」と、力強く池田修愛南警察

署副署長が決意
を述べられまし
た。今後とも、
町民の身近な存
在として、様々
な安全相談や犯
罪等の未然防止
など、安心して
生活のできるま
ちづくりに努め
てほしいと思い
ます。

　御荘文化センターで、
「愛南町人権を考える町民
の集い」が行われ、人権ソ
ング「今を生きよう」の合
唱に続き、中高生５人によ
る作文発表がありました。
その後、テレビドラマのモ
デルになった通天閣の歌姫
こと演歌歌手の叶麗子さん
が、「心の持ちようで、人
は変わる。命尽きるその日
まで、悔いがないよう一
生懸命生きたい」と、デ

ビュー当時の様子から今日に至るまでの経緯を
話されました。当日の催しに
参加した550人は、差別に
負けない、また許さない
人権意識を学ぶととも
に、思いやりの大切さ
を実感したのではないで
しょうか。

わあ～！マツケンサンバだ！

式典で決意表明をする
池田　修愛南警察署副署長

　城辺商店街の空き店舗に、元気人が集まり
「プラザじょうへん交流まつり」が開催されま
した。
　華やかなマツケンサンバのオープニングの
後、喫茶（カツオの茶漬、うどん他）や手話の体
験、アマチュア作家の個展等の催しが行われ、
雨にもかかわらず大勢の入場者で賑わいまし
た。このような「人」の元気が、流行の風邪な
どが一気に広がるように、地域にも元気を広げて
ほしいと思います。

ご講演ただいた叶　麗子さん

熱唱！

　地域ケアネットの強化をめざして、なんぐん
地域ケア研究会、南宇和地区保健対策協議会の
主催による研究大会が、150名の参加により城
辺小学校体育館で開催されました。
　大会では、めだかの会（城辺）、ぺちゃくちゃ
喫茶（城辺）、ありんこくらぶ（一本松）他4団
体の活動報告の後、稲垣忠さん（元朝日新聞論
説委員）、舟谷文男さん（九州産業医科大学教
授）のお二人に講演いただき「住民一人一人が
主役となり、自ら考え、訴え、選択する事から
介護は始まる」と話され、誰もが安心して暮ら
せるまちを創るため「愛南町方式を皆で考えて
創ることが大切」とご提案いただきました。

まち・ひとを元気に！まち・ひとを元気に！

安全・安心な愛南町に向けて安全・安心な愛南町に向けて

3/204/9

4/1

一度の人生大切に！一度の人生大切に！

3/21

愛南町各地域の
催しなど皆さんからのお便りを

おまちしています。
〔広報広聴室〕

72－1211
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　春風に包まれながら、平成17年度
の愛南町内小学校(8日、中浦中のみ8
日)、中学校(11日)入学式が行われま
した。薄紅色の愛らしい花びらを思
わせるかわいらしい新入学の児童生
徒は、小学校が260名、中学校が288
名。児童生徒、保護者ともに、初々し
さ、喜びに満ちた一日だったことで
しょう。

　遠くは大分県・高知県などから12チームが参加

して、南レクジュニアユースサッカーフェスティバ

ルが開催されました。試合結果は、強豪チームを押

さえて地元の御荘中学校が優勝を飾りました。

　今回の演奏会では、八
や ぎ さ わ

木澤教
さと し

司先生作曲の世界初演と

なる「死者の支配する国－崇高なる光に包まれて－」ま

た、四国初演となる「祝典のための讃歌」。そして、愛媛

新聞社南宇和支局長でもある山
やました

下直
な お と

人氏の「悠久の海」

の３作品の他、迫力あるエネルギッシュな演奏に、550人

を超える入場者も心から感動したのではないでしょうか!

また、同吹奏楽部の皆さんの音楽を愛する純粋な心が、ビ

ンビン伝わってくる素晴らしい演奏会でした。

ピカピカの一年生!ピカピカの一年生!

南宇和高校吹奏楽部定期演奏会南宇和高校吹奏楽部定期演奏会

3/26・27

　尼崎M（兵庫県）・熊本トレセン（熊本県）・
愛媛FC（松山市）など、県外の強豪チームが多
く参加した「第24回南レクジュニアサッカーフェ
スティバル」が開催されました。新チーム結成
後、強化を進める各チームにとって、とても有意
義な大会となっています。試合結果は、愛媛FC
が全勝優勝を飾りました。地元は、城辺中学校
の８位が一番いい成績でした。今後の健闘を祈っ
ています。

3/27

4/1～3

技術を磨き、交流を深める技術を磨き、交流を深める

ゴールをめざして（城辺中VS御荘中）

平城小の入学式にて

優勝した愛媛FC
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  まちの人口

平成17年4月1日現在

 愛　南　町

人　口　28,294人

　男　　13,268人

　女　　15,026人

世帯数　11,166戸

新鮮でおいしい旬のカツオや愛南町の特産品を即売しま

すので、皆さんご参加下さい。

■開催日時　平成１７年５月２２日（日）

１０：００～１５：００
■開催場所　深浦漁業協同組合

■主　　催　愛南かつおフェア実行委員会／愛南町

合併記念 愛南かつおフェア２００５
人　口　9,344人
　男　　4,436人
　女　　4,908人
世帯数　3,672戸

人　口　9,306人
　男　　4,361人
　女　　4,945人
世帯数　3,911戸

人　口　4,254人
　男　　1,971人
　女　　2,283人
世帯数　1,471戸

人　口　3,089人
　男　　1,453人
　女　　1,636人
世帯数　1,294戸

人　口　2,301人
　男　　1,047人
　女　　1,254人
世帯数　  818戸
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　２月１日からの、愛南町の施

設完全禁煙に伴い分煙機38台

を時価よりも低い価格で譲渡

いたします。希望がある方は、

平成17年5月20日（金）までに、

本庁 財産管理課(℡  72－1211) 

管財係(内線222)までお問い合

せください。

主なイベント内容

○かつおの即売（浜値販売）

○体験かつお一本釣大会

○お魚つかみ取り大会

○大かつお解体

○子供釣り大会

○体験クルージング（ガイヤナ）

○お魚料理屋台
おいしいよ！

福
祉
の
法
律
相
談

●
６
月
14
日（
火
）

●
御
荘
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
協
議
会
御
荘
支
所

〈
問
合
先
〉
72

－

３
５
４
７
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５月行事予定表

日 曜 時　間 行事名 場　所 担当課等

３ 火

憲法記念日

８：３０～１６：００ 第27回一本松少年剣道大会 一本松交流促進センター 一本松公民館

１０：００～
合併記念第1回南レク
愛南杯高校サッカー大会

（～５日）
南レク城辺芝球場 商工観光課

４ 水

国民の休日

９：００～１９：００
翠の会　作品展
（～５/２２）

ＤＥ・あ・い・２１ ＤＥ・あ・い・２１

５ 木 こどもの日

６ 金 １６：００～ ＰＴＡ総会 御荘文化センター 社会教育課

７ 土 １４：００～１６：００ 子ども映画会 夢創造館 夢創造館

８ 日 ９：３０～
合併記念第1回
御荘湾立て干し網

御荘湾片の浜 商工観光課

10 火
あけぼの荘入浴料
サービスデイ

あけぼの荘 あけぼの荘

11 水 ９：００～１１：００
子育てサークル
「こあら」

御荘保育所 御荘保育所

13 金 １６：００～２１：００
サンセットクルーズ＆
ほたるウォッチング（～15日）

鹿島 西海支所地域振興課

14 土 １３：３０～１５：３０ 絵手紙教室 平城公民館 平城公民館

15 日

８：００～１６：００
愛南町杯

ボードセーリング大会
須ノ川海岸 商工観光課

７：３０～
大森児童公園
付近河川美化

大森児童公園付近 川
せんゆう

遊会
かい

１３：３０～ 愛南町連合婦人会総会 御荘文化センター 社会教育課

１４：００～１６：００ 幼児映画会 夢創造館 夢創造館

16 月 １０：００～１５：３０
社会保険・年金
一日相談所開設

城辺商工会館２階
愛媛社会保険事務局
宇和島事務所

18 水

９：００～１１：００
子育てサークル
「こあら」

御荘保育所 御荘保育所

ゆらり内海入浴料
サービスデイ

ゆらり内海 ゆらり内海

20 金 １０：００～１５：００ 特設人権相談所開設 城の辺学習館 町民課

21 土 １４：３０～１５：３０ 絵本の読み聞かせ 夢創造館 夢創造館

22 日

１０：００～１５：００ 由良祭り ゆらり内海駐車場
内海支所
地域振興課

１０：００～１５：００
合併記念

愛南かつおフェア
深浦漁港 水産課

24 火
あけぼの荘入浴料
サービスデイ

あけぼの荘 あけぼの荘

25 水 　９：００～１１：００
子育てサークル
「こあら」

御荘保育所 御荘保育所

28 土 　９：００～１９：００
写真展

【原田政章と仲間たち】
（～６/１９）

ＤＥ・あ・い・２１ ＤＥ・あ・い・２１

29 日

１３：３０～１４：３０
生涯学習講演会

「生きがいの創造の場
を目指して」

御荘文化センター 社会教育課

１４：００～１５：００
作って遊ぼう
（幼児親子対象）

夢創造館 夢創造館

INFORMATION

鯉のぼり上げ（4／29～5／8）正木保育所

愛南町役場(本庁) ℡  72-1211
城辺保健福祉センター ℡  72-1212
水道課 ℡  72-0835
環境衛生センター ℡  72-6955
山出憩いの里温泉 ℡  72-6263
内海支所 ℡  85-0311
国保内海診療所 ℡  85-0341
内海保健センター ℡  85-0888
ゆらり内海 ℡  85-1155
内海町民会館 ℡  85-0540
DE・あ・い・21 ℡  85-1021
愛南消防署 ℡  72-0119
御荘支所 ℡  72-1111
教育委員会 ℡  72-1113
御荘文化センター
(文化スポーツ振興課) ℡  73-1111
道の駅みしょうMIC ℡  72-1115
御荘夢創造館 ℡  72-1116
御荘B&G海洋センター ℡  72-1117

御荘霊苑 ℡  72-4420
御荘老人福祉センター ℡  72-3547
一本松支所
(一本松山村開発センター) ℡  84-2211
一本松保健センター ℡  84-1251
一本松温泉あけぼの荘 ℡  84-3260
国保一本松病院 ℡  84-2255
愛南町クリーンセンター ℡  84-3700
   〃   西海処理場 ℡  82-0364
西海支所 ℡  82-1111
西海保健福祉センター ℡  82-0033
西海町民会館 ℡  82-0069

社会福祉協議会本庁
（御荘） ℡  72-3547
   〃   内　海支所 ℡  70-6077
   〃   城　辺支所 ℡  70-1011
   〃   一本松支所 ℡  70-2177
   〃   西　海支所 ℡  82-0066

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

◆主な公共施設の◆主な公共施設の連絡先連絡先
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今後は、地元アマチュアカメラマンの方などが
見た町の素晴らしい風景や人、史跡など、

愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。
皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

（株）ジャパンインターナショナルカメラマンの佐藤尚人さんが
撮影した南レク大森山公園の夜桜です。

編　集　後　記
　春は、卒業・入学式、転勤や人事異動
と、何かと慌しい季節です。皆さんは、
どうでしたか…？
　何れにせよ、気分を一新し、人生の転
機を生かしていきたいものです。
　広報紙も、5月号を広報元年と位置付
け、紙面デザインを一新しました。今月
号は、人事異動等、ページ数も多くなり
ましたが、デザインを中心に今後とも
「斬新かつ、読んでみたい」といわれる
ような広報紙づくりをしていきたいと意
気込んではいますが…。
　今後とも、愛南町という美しい町名を
引き立てるような広報紙を創っていけた
らと思いますので、町民の皆様方のご協
力、ご指導をいただきますようお願いい
たします。

★今月の表紙の写真★
　４月９日（土）に南レク大森山公園桜まつりに来ていた城辺小学校の児童さんを撮らせてい
ただきました。表紙写真の右から、河内一真くん（４年）、美優さん（５年）、亜美さん（２年）の
３兄弟と、河内雄太くん（４年）です。
　当日は、Tシャツ姿がちょうどいいくらいの初夏を思わす陽気でした。今後とも、一人でも多
くの愛南人を突撃写真で撮らせていただきたいと思います。皆さん、逃げないで、すてきな笑
顔を撮らせてください。
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